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（1） 対象地域 

台湾の原子力発電所および放射性廃棄物貯蔵施設周辺の熱帯性および亜熱帯性の土壌 

 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 

 

（2）流出挙動・経路 

 ピロリン酸溶出鉄量が Cs 飽和吸着量と対応することから，土壌中のこの量を測定することも重要であ

ると考えられる。 

（3）除染の際の留意点 

 

 

（4）担当者のコメント 

 非放射性の Cs や Sr，放射性 137Cs を用いてバッチ吸着試験を実施し，ラングミュア吸着等温線を作成

した。飽和吸着量はピロリン酸で溶出する鉄の量と対応した。また，吸着速度は濃度に関する二次反応

式で表現され，水温をパラメータとした試験結果から活性化エネルギーを算出した。これらの値から，

吸着速度は拡散律速であると推定された。亜熱帯地域の土壌の吸着データとして意義がある。 

 


